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2001 年 10 月から 12 月の期間にインドネシア・スマトラ島における活発な対流活動を形成したいくつかの要因

につき発表を行う。インドネシア・スマトラ島における対流活動は以下の 3つの大規模擾乱により強化されていた。 

(1) インド洋で発達しその後東進する超雲団はスマトラ島に到達し、スマトラ島での対流活動を強化していた。

超雲団内及びその付近に存在する東西風の構造はスマトラ島の上空でも観測されていたが、下層の西風はスマトラ

島付近で弱くなっていた。 

(2) インド洋 5S,95E で発達する低気圧性擾乱は赤道付近の西風を増加させることによりインド洋東端の

(0N ,90-100E)の対流活動を強化していた。インド洋東端の活発な対流活動はスマトラ島への高湿度の下層大気の

輸送をスマトラ島にもたらし、その結果スマトラ島の対流活動が強化されていた。 

(3) コールドサージに伴う南シナ海の北東風の増加はスマトラ島での下層の収束帯の形成をもたらし、その結

果スマトラ島での対流活動は強化されていた。 

また、観測期間において、インド洋から 110E 付近に到達した SCC は 110E 付近での西風と熱源の増加によりに

よりケルビン－ロスビー波の形成に寄与していた。ケルビン－ロスビー波の形成に伴い発達した南半球の低気圧性

擾乱はインド洋に西進し、インド洋赤道付近での西風を増加させ、その結果として SCC が形成されていた。この結

果は、インド洋の SCC の形成には、100E 以東の対流活動に伴う大規模擾乱も大きな役割を果たすことを示唆して

いる。 

 

 

 


